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研究概要

1)ミオシンVのプロセッシブ運動:ひよこ脳より抽出精製したミオシンVのカルモジュリンを蛍光標識した⽜脳カルモジュリンと部分置換する⽅法により、個々のミ
オシンVを蛍光顕微鏡で可視化することに成功した。アクチンフィラメントを機能を損なわずにガラス基板に固定する⽅法を開発した。これらに基づき、アクチン
フィラメント上を個々のミオシンVが⻑距離アクチンから解離せずに滑り運動すること、すなわち⾼度にプロセッシブであることの直接的な証明を世界で初めて与
えた。Run Length、1分⼦滑り速度のイオン強度依存性、最⼤ATPase活性を決定した。1分⼦滑り速度は最⼤1um/sec、最⼤ATPase活性は2.5/secであった。こ
れらの値より、1ATPの分解で平均400nm滑ることを⽰唆した。レーザートラップ法ですでに観察されているステップサイズが40nm程度であることから、1ATPの
加⽔分解で10ステップ滑ることになる。極めてルースな化学・⼒学カップリングであることが⽰唆された。このカップリングの直接的な証明は今後の⼤きな課題で
ある。 
2)ミオシンIIの⼒学特性とATPase反応との定量的関係:筋⾁のミオシンIIによって起こされるアクチンフィラメントの滑り運動の速度、⼒発⽣の⼤きさがATPase反
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応のキネティクスとがどのように関係しているかは、1950年代からの⼤きなテーマの⼀つである。それ故、これは多くの研究者によって研究されてきたが、はっ
きりした答えが⾒出せないまま半世紀が経った。この重要問題を解決すべく、滑り運動速度、発⽣張⼒を様々な条件で測定し、また、対応するATPase活性を測定
した。膨⼤なデータを集積し、また滑り運動の現象論的なモデルを構築し、その結果、極めて美しく単純な定量的な関係を⾒出すことに成功した。この関係は我々
のデータばかりでなく、過去に世界のいくつかの研究室で発表されたデータをも包括的に説明した。筋⾁研究の歴史に残る研究成果と⾃負している。
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